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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
願
し
、
被
災
学
生
を
激
励
す
る
大
学
主
催
の
『
白
門
の
集
い
』

が
１
月
14
日
、
駿
河
台
記
念
館
で
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
、
被
災
し
た
学
生
を
は
じ
め
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
た
学
生
、
被
災
各
地
の
学
員
代
表
や
支
援
を
し
た
学
員
ら
が
出
席
。
首
都
圏
で
す

し
チ
ェ
ー
ン
「
す
し
ざ
ん
ま
い
」
を
展
開
す
る
「
喜
代
村
」
の
木
村
清
社
長
（
昭
和
54
年
法
学
部
卒
）

の
厚
意
で
振
る
舞
わ
れ
た
寿
司
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

1

　

『
白
門
の
つ
ど
い
』
は
元
日
本
テ
レ
ビ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
吉
田
塡
一
郎
さ
ん
（
昭

和
44
年
経
済
学
部
卒
）
と
日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ

キ
ャ
ス
タ
ー
の
曽
根
純
恵
さ
ん
（
平
成
12

年
経
済
学
部
卒
）
の
総
合
司
会
で
進
め
ら

れ
、
冒
頭
、
久
野
修
慈
理
事
長
が
挨
拶
に

立
ち
、「
中
央
大
学
は
震
災
発
生
後
、
被

災
し
た
学
生
に
対
し
て
具
体
的
な
支
援
を

し
て
き
ま
し
た
。
寄
付
金
等
支
援
の
協
力

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
員
の
皆
様
に
は
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
毎
年
夏
に
東
北
地
方
で
強
化

合
宿
を
行
っ
て
い
る
準
硬
式
野
球
部
次
期

主
将
の
鈴
木
雄
也
さ
ん
（
総
合
政
策
学
部

３
年
・
千
葉
県
立
安
房
高
校
出
身
）
が
、

地
元
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

う
え
で
、「
復
興
へ
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
支
援
が
出
来
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と『
復

興
の
誓
い
』
を
宣
言
し
た
。

【
第
１
部
講
演
会
】

映
像
を
使
っ
て
多
賀
城
市
長
が
講
演

　

第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
宮
城
県
多
賀

城
市
の
菊
地
健
次
郎
市
長
（
昭
46
年
法
学

部
卒
）
が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
。
菊
地
市
長

は
震
災
発
生
時
の
多
賀
城
市
の
様
子
を
撮

影
し
た
映
像
を
上
映
し
な
が
ら
、
避
難
生

活
や
復
旧
・
復
興
活
動
な
ど
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

　

映
像
で
は
、
震
度
５
強
の
地
震
で
、
建

物
の
柱
や
乗
用
車
が
大
き
な
音
を
立
て
て

揺
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
の
屋
上
駐
車
場
や
、

市
内
に
襲
来
し
た
津
波
に
家
も
車
も
飲
み

込
ま
れ
て
い
く
、
大
地
震
直
後
の
す
さ
ま

じ
い
状
況
が
映
さ
れ
、
出
席
者
は
じ
っ
と

見
入
っ
て
い
た
。

　

菊
地
市
長
は
「
５
０
０
０
〜
６
０
０
０

台
の
車
が
流
さ
れ
た
。
車
に
乗
っ
た
ま
ま

流
さ
れ
た
人
も
多
い
。
津
波
が
引
い
た
後

に
発
見
さ
れ
た
遺
体
は
、
多
く
は
波
に

よ
っ
て
服
を
流
さ
れ
、
顔
も
識
別
で
き
な

い
状
態
だ
っ
た
」
と
当
時
の
様
子
を
話
し

た
。

　

一
方
、
震
災
直
後
の
対
応
に
つ
い
て
菊

地
市
長
は
「
宮
城
県
沖
地
震
を
想
定
し
て
、

市
に
は
３
０
０
０
人
分
の
食
料
の
備
え
が

あ
っ
た
が
、
震
災
当
日
の
避
難
者
は
１
２

０
０
０
人
に
も
な
り
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
今
後
の
課
題
と

し
て
食
料
に
加
え
、
飲
み
水
と
ス
ト
ー
ブ

の
灯
油
の
確
保
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
市
内
13
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い

た
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が
、
回
線
の
混
雑
と

津
波
の
影
響
で
使
え
な
く
な
り
、
広
報
活

動
に
課
題
が
残
っ
た
と
説
明
。
そ
の
反
省
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か
ら
、
現
在
、

電
気
が
な
く
て

も
使
用
で
き
る

防
災
無
線
の
設

置
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

一
方
、
菊
地

市
長
は
、
友
好 

都
市
の
福
岡
・

太
宰
府
市
、
山

形
・
天
童
市
、

奈
良
市
か
ら
震

災
発
生
後
、
い

ち
早
く
支
援
物

資
や
義
援
金
が

届
い
た
こ
と
を

紹
介
し
、「
今

回
の
震
災
で
は

太
平
洋
側
の
都

市
が
被
害
に

遭
っ
た
の
で
、

日
本
海
側
の
都

市
と
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
」
と

指
摘
し
た
。安

住
財
務
大
臣
と
記
念
撮
影

　

菊
地
市
長
の
講
演
の
あ
と
、
安
住
淳
財

務
大
臣
が
会
場
に
姿
を
見
せ
て
挨
拶
。
安

住
大
臣
は
阿
部
三
郎
元
中
央
大
学
理
事
長

の
甥
に
あ
た
り
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

で
宮
城
県
石
巻
市
の
生
家
が
流
さ
れ
た
。

　

安
住
大
臣
は
「
私
は
震
災
で
生
家
が
全

壊
し
、
叔
母
を
亡
く
し
ま
し
た
。
学
生
の

皆
さ
ん
に
言
い
た
い
の
は
、『
人
生
何
が

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
自
分
で
し
っ
か
り
と
立
ち
、
余

裕
が
あ
れ
ば
周
り
も
支
え
て
く
だ
さ
い
」

と
学
生
を
激
励
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
安
住
大
臣
と
菊
地
市
長
を

囲
ん
で
、
附
属
高
校
生
を
含
む
１
２
１
人

の
学
生
・
生
徒
と
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

た
。

メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た

震
災
に
つ
い
て
講
演

　

次
に
「
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
東
日

本
大
震
災
」
と
題
し
て
ロ
イ
タ
ー
通
信
の

宮
崎
亜
巳
さ
ん（
昭
和
62
年
経
済
学
部
卒
）

が
講
演
し
、
震
災
発
生
直
後
か
ら
の
情
報

発
信
に
は
じ
ま
り
、
被
災
地
で
の
被
災
状

況
の
取
材
・
報
道
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

　

こ
の
な
か
で
宮
崎
さ
ん
は
、
５
人
の
取

材
チ
ー
ム
が
車
で
被
災
地
に
向
か
お
う
と

し
た
が
、
都
内
は
大
渋
滞
の
た
め
、
車
で

向
か
う
班
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
を
す
る
班
に
分
か
れ
、
丸
一
日
か

け
て
よ
う
や
く
被
災
地
に
入
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
が
発
信
し
た

福
島
県
郡
山
市
で
被
爆
検
査
を
受
け
る
市

民
の
写
真
と
宮
城
県
東
松
山
市
で
の
集
団

土
葬
の
写
真
を
示
し
、「
こ
れ
ら
は
世
界

に
衝
撃
を
与
え
た
」
と
メ
デ
ィ
ア
の
使
命

に
も
触
れ
た
う
え
で
、「
被
災
地
の
現
状

を
お
伝
え
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
思

い
、
発
信
し
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

【
第
２
部
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
】

　

講
演
会
終
了
後
、会
場
を
移
し
て
、コ
ー

ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
が
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は

振
る
舞
わ
れ
た
寿
司
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、

し
ば
し
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

　

そ
こ
で
、
記
者
は
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
学
生
に
話
を
聞
い
た
。

安住財務大臣と参加した学生・生徒が記念撮影
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野
球
教
室
を
開
い
た
硬
式
野
球
部

　

ま
ず
会
場
で
見
つ
け
た
の
は
、
硬
式
野

球
部
の
西
銘
生
悟
さ
ん
（
法
学
部
３
年
、

沖
縄
尚
学
高
校
出
身
）、
飯
田
大
祐
さ
ん

（
商
学
部
３
年
、
常
総
学
院
高
校
出
身
）、

島
袋
洋
奨
さ
ん
（
商
学
部
１
年
、
興
南
高

校
出
身
）、慶
田
城
開
さ
ん
（
商
学
部
１
年
、

興
南
高
校
出
身
）
の
４
人
。

　

硬
式
野
球
部
は
、
昨
年
６
月
18
、
19
日

に
福
島
県
の
小
野
町
と
い
わ
き
市
を
訪
れ

た
。
小
野
町
で
は
、
福
島
第
一

原
発
の
警
戒
区
域
等
に
高
校
が

あ
っ
て
、
部
員
の
転
校
で
チ
ー

ム
編
成
が
で
き
な
く
な
っ
た
県

立
高
校
３
校
の
連
合
チ
ー
ム

「
双
相
連
合
」
を
激
励
。
い
わ

き
市
で
は
、
市
内
野
球
チ
ー
ム

の
小
中
学
生
を
対
象
に
野
球
教

室
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
西
銘
さ
ん
は
、「
被

災
地
で
実
際
に
瓦
礫
と
か
を
見

て
、
当
た
り
前
に
野
球
が
で
き
る
喜
び
を

感
じ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。
ま
た
島
袋
さ

ん
は
「
野
球
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、

反
対
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
は
被
害
を
受
け
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
と
思
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
部

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
渡
部
一
平
さ
ん
（
法
学

部
４
年
、
桐
光
学
園
高
校
出
身
）
の
姿
も

あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
昨

年
４
月
23
日
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
た
。
中
心
と
な
っ

て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

渡
部
さ
ん
は
、「
き
ょ
う
、

津
波
の
映
像
を
見
て
、
改

め
て
被
害
の
大
き
さ
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
支
援
が
何
か

し
ら
力
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
」
と
被
災

地
に
思
い
を
は
せ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
レ
ス
リ
ン
グ
部

　

大
柄
な
体
躯
が
目
に
つ
い
た
の
が
、
レ

ス
リ
ン
グ
部
の
天
野
雅
之
さ
ん
（
平
成
23

年
法
学
部
卒
、
東
福
岡
高
校
出
身
）
と
平

川
一
貴
さ
ん
（
法
学
部
２
年
、
熊
本
県
立

玉
名
工
業
高
校
出
身
）。

　

レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
学
生
課
が
募
集
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
昨
年
９
月

12
日
〜
15
日
の
４
日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
の
大
島
で
瓦
礫
撤
去
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
。
最
初
は
27
名
の
部
員
全
員
が
手

を
挙
げ
た
が
、
最
終
的
に
10
名
に
絞
り
、

「寿司ざんまい」の寿司に舌鼓

被災地支援した硬式野球部の選手たち

レスリング部の平川さん（左）と天野さん（右）
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現
在
、
中
央

大
学
職
員
の

天
野
さ
ん
の

引
率
で
被
災

地
に
向
か
っ

た
。

　

「
自
分
た

ち
に
出
来
る

こ
と
が
何
か

あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と

思
っ
て
い

た
」
と
い
う

天
野
さ
ん
は
、

「
車
や
大
き

な
瓦
礫
が
ま

だ
残
っ
て
い

て
人
力
の
限

界
を
感
じ
た

り
も
し
ま
し

た
が
、
力
を

合
わ
せ
る
と

動
か
せ
た
り

し
ま
し
た
。

地
元
の
人
た

ち
が
と
て
も

元
気
で
、
こ
ち
ら
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
平

川
さ
ん
は
、「
普
段
、
鍛
え
て
い
る
体
力

を
活
か
せ
る
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

津
波
で
家
屋
が
流
さ
れ
た
跡
を
見
た
と
き

は
、
呆
然
と
し
ま
し
た
。
東
京
へ
の
帰
り

の
バ
ス
か
ら
見
え
る
景
色
が
、
被
災
地
か

ら
離
れ
て
住
宅
地
や
高
層
ビ
ル
に
変
わ
っ

て
い
く
の
を
見
て
、
自
分
の
今
の
生
活
は

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
感
じ
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

【
第
３
部
復
興
祈
願
激
励
会
】

　

第
３
部
の
復
興
祈
願
激
励
会
で
は
、
ま

ず
福
原
紀
彦
総
長
・
学
長
が
立
ち
、「
被

災
地
の
皆
さ
ん
や
被
災
し
た
学
生
、
多
く

の
困
難
に
立
ち
向
か
う
皆
さ
ん
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
募

金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
敬
意
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

加
え
て
「
学
生
支
援
の
動
き
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
支

援
活
動
が
地
域
を
動
か
す
こ
と
を
、
皆
さ

ん
実
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
中
央

大
学
は
学
生
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
述
べ
た
。

２
人
の
歌
手
が
オ
ペ
ラ
楽
曲
な
ど
独
唱

　

続
い
て
復
興
祈
願
リ
サ
イ
タ
ル
が
３
幕

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
１
、
２
幕
で
は
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
関
奈
美
さ
ん
と
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
の
市
川
倫
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
オ
ペ
ラ
の
楽
曲
な
ど
を
独
唱
。
３
幕
で

は
音
楽
研
究
会
吹
奏
楽
部
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
続
き
、
全
員
が
起
立
し
て
校
歌
斉
唱

が
行
わ
れ
た
。

　

終
了
間
際
に
平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣

（
昭
和
46
年
理
工
学
部
卒
）
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
中
央
大
学
出
身
者
と
し
て
『
實
地

應
用
ノ
素
ヲ
養
フ
』
の
精
神
で
取
り
組
ん

で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
母
校
の
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　

最
後
に
佐
藤
光
信
学
員
会
副
会
長
が

「
ゴ
ー
ル
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
が
、
今
後

と
も
皆
さ
ん
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
、『
白
門
の
つ
ど

い
』
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

（
学
生
記
者　

野
崎
み
ゆ
き
＝
今
春
、
法

学
部
卒
）

東日本大震災の復興を祈願して開かれた白門のつどい




